
病院理念
シンゾウくん

病客さま一人ひとりの権利を尊重し、心のこもった安全で、
質の高い医療の提供が私どもの理念です

4月
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院
長
　
岡
﨑
　
悟

　
心
臓
病
セ
ン
タ
ー
榊
原
病
院

は
、

1932
年
4
月
1
日
、
故
榊
原

亨
（

1992
年
1
月
没
）
に
よ
っ
て
「
外

科
榊
原
病
院
」
と
し
て
創
設
さ
れ
、

今
年
で
84
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

皆
様
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
多

大
な
ご
指
導
、
ご
支
援
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
開
院
に
際
し
て
は
、
た
っ
て
の
要

請
で
3
月
28
日
、
許
可
の
4
月

1
日
に
先
だ
っ
て
2
例
の
手
術
が

行
わ
れ
た
と
の
こ
と
、
期
待
の
大

き
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
足
跡
を
た
ど
る
と

き
、
何
と
い
っ
て
も

1936
年
12
月
16

日
に
匕
首
で
刺
さ
れ
た
心
臓
の
傷

口
を
ガ
ー
ゼ
で
纏
っ
て
止
血
に
成

功
し
た
世
界
初
の
心
臓
手
術
が
、

病
院
の
将
来
を
運
命
的
に
決
定
づ

け
た
出
来
事
で
し
た
。
以
来
、
た

ゆ
ま
ぬ
研
究
、
研
鑽
を
重
ね
な
が

ら
心
臓
外
科
の
道
を
切
り
開
き
、

1970
年
代
に
は
循
環
器
内
科
も
加

わ
っ
て
循
環
器
診
療
の
幅
を
広
げ
、

1984
年
に
現
在
の
「
心
臓
病
セ
ン

タ
ー
榊
原
病
院
」と
名
称
変
更
し
、

今
で
は
心
臓
を
は
じ
め
大
血
管
お

よ
び
末
梢
血
管
を
含
め
た
全
身
の

心
臓
・
血
管
疾
患
専
門
病
院
と

し
て
全
国
的
に
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

病
院
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、

1939
年
、
榊
原
　
亨
に
よ

創
設
84
周
年
を
迎
え
て

り
「
職
員
心
得
」
が
つ
く
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
に
は
全
て
の
職
員
は

奉
仕
の
観
念
を
持
ち
、
病
気
の
方

を
「
ご
病
客
」
と
呼
ん
で
手
厚
く

懇
切
に
応
接
す
る
よ
う
き
び
し
く

説
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
精
神
は

ご利用には
別途追加料金が必要です
お申し込み・ご質問は、
看護師へお申し付けください

調理科長　西江　智章

特別
メニュー

春

入院中の病客さまにとって、 お食事が 「安全」 （全食材は国産品のみ使用）

「癒し」 や 「楽しみ」 の時間になりますように

あなたに寄り添う

安全でおいしい食事

　調理科長 西江智章（元日本料理店料理長）、藤本純也（フランス料理経験者）、

小林諭（イタリア料理経験者）が協力し、 心を込めて作ります

※1日から利用可能
※特室は無料

550円1食あたり
プラス （税込）

①いいだこと海老のちらし寿司 （岡山産食材をふんだんに使用しました）、②鰆の若草焼き （アラス

カ豆のソースをのせて焼き上げました）、③岡山特産黄ニラのお浸し、④桜花長芋、⑤アスパラ豆腐、

⑥若竹汁 （筍と若布を鳴門巻にしてみました）、⑦三食豆腐白玉入りフルーツポンチ

エネルギー 548㎉ 塩分 2.4g たんぱく質 28.9g 主食量 150g

夕食

週7日間

春の彩り御膳

症状に合わせた
栄養管理

管理栄養士による

栄養管理

全体的に味を薄くするのでは
なく、表面に味付けすること
でおいしく食べられる

よう工夫

薄味で

おいしく

外国産食材を一切使用
せず食の安心・安全

を徹底追求

季節に合わせた

国産食材

①
② ③

④

⑤

⑦

⑥

今
も
受
け
継
が
れ
、
私
た
ち
は
、

何
事
も
病
客
さ
ま
の
立
場
に
立
っ
て

考
え
、
行
動
す
る
こ
と
を
心
掛
け
、

皆
様
方
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

　
診
療
面
で
は
、
少
子
高
齢
化
に

伴
い
、
受
療
さ
れ
る
方
も
高
齢
化
し

て
お
り
、
身
体
的
、
精
神
的
、
そ

し
て
経
済
的
に
負
担
の
軽
い
治
療
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
、

肋
間
小
切
開
手
術
や
ス
テ
ン
ト
グ
ラ

フ
ト
治
療
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
な
ど
、

で
き
る
だ
け
低
侵
襲
な
治
療
を
取
り

入
れ
、
入
院
期
間
を
短
く
す
る
こ
と

や
、
充
実
し
た
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
、

地
域
の
先
生
方
と
密
に
連
携
を
と
り

治
療
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
心

臓
病
が
進
行
し
て
心
不
全
に
な
っ
た

場
合
で
も
、
専
門
医
師
を
中
心
に

多
職
種
か
ら
な
る
心
不
全
チ
ー
ム
で

QOL
を
高
め
る
治
療
に
当
た
り
ま
す
。

そ
し
て
、
糖
尿
病
や
腎
臓
病
を
合

併
し
た
方
で
も
、
各
専
門
医
に
よ
る

質
の
高
い
安
心
で
安
全
な
治
療
を
受

け
て
い
た
だ
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
今

後
は
脳
卒
中
の
領
域
も
拡
充
し
、

心
臓
や
全
身
の
血
管
を
守
る
最
後
の

砦
と
し
て
お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
指
導
ご

支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

当院の庭に咲く　ソメイヨシノザクラ

検索榊原病院
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大
動
脈
瘤
の
治
療

心
臓
血
管
外
科
　
院
長
補
佐
　
近
沢
　
元
太

　
大
動
脈
は
心
臓
か
ら
全
身
に
血
液
を

運
ぶ
体
の
中
で
一
番
大
き
な
血
管
で
す
。

そ
の
大
動
脈
の
一
部
が
大
き
く
膨
ら
ん
で

瘤
の
よ
う
に
な
っ
た
も
の
が
大
動
脈
瘤
で

す
。
大
動
脈
瘤
は
風
船
と
同
じ
で
、
一

旦
大
き
く
な
り
始
め
る
と
加
速
度
的
に
膨

ら
み
、
最
終
的
に
は
壁
が
薄
く
な
っ
て
破

裂
に
至
り
ま
す
。
破
裂
す
る
と
救
命
が
困

難
で
、
突
然
死
に
つ
な
が
る
大
変
恐
ろ
し

い
病
気
で
す
が
、
破
裂
前
の
大
動
脈
瘤
は

基
本
的
に
症
状
が
な
い
た
め
、
検
査
を
受

け
な
け
れ
ば
早
期
発
見
が
難
し
い
の
が
特

徴
で
す
。

　
大
動
脈
瘤
の
原
因
に
関
し
て
は
、
動

脈
硬
化
が
そ
の
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

食
生
活
習
慣
の
欧
米
化
と
高
齢
化
社
会

の
到
来
に
よ
り
、
大
動
脈
瘤
を
も
つ
病
客

さ
ま
の
数
は
年
々
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て

い
ま
す
。

　
大
動
脈
瘤
に
対
す
る
治
療
法
は
大
動

脈
瘤
を
切
除
し
て
人
工
血
管
に
置
換
す
る

従
来
行
わ
れ
て
い
た
外
科
的
治
療
と
カ

テ
ー
テ
ル
の
技
術
を
用
い
た
ス
テ
ン
ト
グ
ラ

フ
ト
内
挿
術
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
病
状
に
よ
り
最
も
適
切
な
方
法
を
選
択

し
て
治
療
を
行
い
ま
す
が
、
近
年
、
最
先

端
の
医
療
工
学
技
術
の
革
新
的
進
歩
に
伴

い
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
で
治
療
可
能

な
病
客
さ
ま
の
割
合
が
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
は
、
太
い
カ

テ
ー
テ
ル
の
中 

に
収
納
さ
れ
た
金
属
製
の

骨
組
み(

ス
テ
ン
ト)

に
支
え
ら
れ
た
人
工

血
管
（
グ
ラ
フ
ト
）
を
大
動
脈
瘤
の
上
下

の
正
常
な
部
分
を
橋
渡
し
す
る
よ
う
に
血

管
内
に
留
置
す
る
こ
と
で
、
弱
く
な
っ
た
大

動
脈
瘤
の
壁
に
直
接
血
圧
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
し
て
、
大
動
脈
瘤
の
破
裂
を
未
然
に

予
防
す
る
治
療
法
で
す
。

　
胸
や
お
な
か
を
大
き
く
開
け
て
行
う
人

工
血
管
置
換
術
は
大
動
脈
瘤
の
上
下
で

直
接
血
流
を
遮
断
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま

た
遮
断
中
の
全
身
へ
の
血
流
を
確
保
す
る

た
め
に
体
外
循
環
を
使
用

す
る
ケ
ー
ス
や
、
全
身
を

冷
却
し
て
頭
や
心
臓
な
ど

重
要
な
臓
器
の
機
能
が
低

下
す
る
の
を
予
め
防
止
し

て
手
術
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
ス
テ
ン

ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
は
人

工
血
管
を
収
納
し
た
カ

テ
ー
テ
ル
を
太
も
も
の
付

け
根
の
動
脈
内
か
ら
入
れ

て
目
的
の
場
所
ま
で
誘
導

し
、
カ
テ
ー
テ
ル
か
ら
人

工
血
管
を
押
し
出
し
て
広

げ
る
こ
と
に
よ
り
治
療
を

行
う
方
法
で
す
。
こ
の
方

法
で
す
と
、
大
動
脈
の
血

流
を
遮
断
す
る
必
要
が
な

く
、
特
に
高
齢
の
方
や
他

臓
器
の
併
発
症
に
よ
り
全
身
の
予
備
能

（
余
力
）
が
低
下
し
た
病
客
さ
ま
に
は
体
へ

の
負
担
が
少
な
い
治
療
法
で
す
。
さ
ら
に
、腹部大動脈瘤に対する治療法

胸部大動脈瘤に対するステントグラフト留置術

腹部大動脈瘤に対するステントグラフト留置術

ステントグラフト実物 人工血管実物

心臓

腹部大動脈

胸部大動脈

ステント
グラフト

ステントグラフト
留置術

Y字型人工血管置換手術

動脈瘤 人工血管

た
手
術
症
例
数
は
296
例
、
ス
テ
ン
ト
グ

ラ
フ
ト
内
挿
術
が
行
わ
れ
た
症
例
数
は

117
例
で
わ
が
国
全
体
で
み
れ
ば
第
4
位

の
手
術
数
で
し
た
。（
本
紙
10
ペ
ー
ジ
参

照
）
当
院
の
吉
鷹
上
席
副
院
長
が
、

2015
年
か
ら
は
皮
膚
を
切
ら
ず
に
小
さ
な

動脈硬化の危険因子
・高血圧

・肥満

・運動不足

・睡眠不足

・喫煙や飲酒など

最
近
で
は
人
工
血
管
を
収
納
す
る
カ
テ
ー

テ
ル
も
ど
ん
ど
ん
細
く
な
り
、
皮
膚
を
切

開
せ
ず
に
動
脈
内
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
入
れ
て

安
全
に
治
療
を
行
う
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿

術
で
す
べ
て
の
大
動
脈
瘤
治
療
が
可
能
に
な

る
日
も
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
到
来
す
る
も

の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
最
近
、
日
本
経
済
新
聞
で
紹
介
さ
れ
た

デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
2014
年
4
月
～
2015
年
3

月
に
当
院
で
大
動
脈
瘤
に
対
し
て
行
わ
れ

穴
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
で
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト

を
挿
入
し
、
術
後
に
傷
口
を
自
動
縫
合

機
で
縫
う
方
式
で
、
約
一
週
間
だ
っ
た
入

院
期
間
を
2
泊
3
日
に
縮
め
て
お
り
、「
体

へ
の
負
担
を
さ
ら
に
軽
減
で
き
、
傷
口
も
ほ

と
ん
ど
目
立
た
な
い
」
と
紹
介
し
て
い
ま
す
。



健康について一緒に考えてみましょう
ご家族の方もぜひご参加ください

健康教室〔14時～〕
脂質異常症と食生活

心不全予防のポイント

※日程を変更することがありますので、 院内掲示でご確認ください。 参加は無料です。

　ただし、 医師の指示による管理栄養士の教室のみ栄養指導料（保険適応 ： 80円～ 250円）が必要です。

しなやかな血管を保つために～減塩が必要なわけ～

知って得する医療費と介護保険の話

見直そう食生活　病院食のコツ

心臓リハビリテーションとは

減塩食のコツ

4月 5月 6月
医師、管理栄養士、保健師、理学療法士が食事や日常生活、運動などについてお話します

簡単！心肺蘇生法とAEDの使い方

狭心症・心筋梗塞の危険因子とは

低血糖とシックデイ（体調が悪い時の対応）

足のトラブルと手入れ

糖尿病教室〔15時～〕
糖尿病と合併症
お答えします　あなたの疑問

1 ・15（金）

薬とインスリン

検査について

食事について

運動について

糖尿病に関わる専門の医師・スタッフが、お話します

ワーファリン教室〔14時～〕薬剤師、保健師がワーファリン内服時の注意点などをお話します

〔会場〕診療棟 2階大ホール

4 ・18 （月）

6 ・20 （水）

7 ・21 （木）

12 ・26 （火）

13 ・27（水）

5 ・19（火）

14 ・28（木）

8（金）

11 ・25（月）

4 ・18 （月）

6 ・20 （水）

7 ・21 （木）

13 ・27 （水）

14 ・28（木）

5 ・12 ・19 ・26（火）

1 ・8 ・15 ・22（金）

11 ・25（月）

13 ・27（金）

2 ・16 ・30 （月）

18 （水）

19 （木）

10 ・24 （火）

11 ・25（水）

17 ・31（火）

12 ・26（木）

6（金）

9 ・23（月）

2 ・16 ・30 （月）

18 （水）

19 （木）

11 ・25 （水）

12 ・26（木）

10 ・17 ・24 ・31（火）

6 ・13 ・20 ・27（金）

9 ・23（月）

院内教室のご案内

13 ・27 （月）

1 ・15 ・29 （水）

2 ・16 ・30 （木）

7 ・21 （火）

8 ・22（水）

14 ・28（火）

9 ・23（木）

意外と知らない高血圧のホント～正しい血圧の測り方～ 22（金） 20（金） 17（金）

3（金）

6 ・20（月）

10 ・24（金）

13 ・27 （月）

1 ・15 ・29 （水）

2 ・16 ・30 （木）

8 ・22 （水）

9 ・23（木）

7 ・14 ・21 ・28（火）

3 ・10 ・17 ・24（金）

6 ・20（月）

　
近
年
糖
尿
病
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
糖
尿
病
は
放
置
し
て
お
く
と

心
臓
病
を
は
じ
め
様
々
な
合
併
症
を

引
き
起
こ
し
、
病
客
さ
ま
の
生
活
の
質

を
低
下
さ
せ
ま
す
。
当
院
で
は
、
糖

尿
病
の
方
、
そ
の
ご
家
族
の
方
、
糖

尿
病
に
関
心
の
あ
る
方
に
糖
尿
病
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
く
、

糖
尿
病
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
の
治

療
方
法
・
血
糖

管
理
方
法
な
ど

に
つ
い
て
医
師
・

看
護
師
・
管
理

栄
養
士
・
薬
剤

師
・
臨
床
検
査

技
師
・
日
本
糖

尿
病
療
養
指
導
士
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
の
立
場
か
ら
教
室
を
行
っ
て
い

ま
す
。
基
礎
的
な
こ
と
か
ら
新
し
い
治

療
ま
で
、
様
々
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
語
り
合
い
の
場
も
設
け
て
い

ま
す
の
で
、
普
段
質
問
し
づ
ら
い
こ
と
、

悩
ん
で
い
る
こ
と
、
お
困
り
の
こ
と
な
ど
、

お
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

糖
尿
病
教
室
と
は

？

診療報酬とは？
　医療保険から医療機関に支払われる報酬のことです。 治療や検査、 薬ごとに価格が決められて

おり、 2 年に 1 回改定されています。 診療報酬は、 税金と保険料、 そして病客さまの自己負担

（1割～ 3割） で賄われています。 したがって、 改定により自己負担も替わります。

2016 年 4月の改定内容は？
　治療や検査などに支払われる技術料は 2年前の改定により 0.49％増え、 一方、 薬や医療を賄う材
料費は合わせて 1.52％減ります。 よって、 実質 1.03％のマイナス改定となるとのことです。 つまり、 治
療や検査などの費用は増え、 薬や医療材料の費用は減ることになると政府はいっています。

4 月から こう変わる

診 療 報 酬
Q

Q

指導管理料ケース 1

インスリン自己注射管理料（月28回以上の注射）

　注射針加算（1型糖尿病以外）

　血糖自己測定器加算（月20 ～ 39回の測定）

13,400円

4,020円

92,800円

27,840円

12,800円

3,840円
（-180円）

61,000円

18,300円
（-9,540円）

自己負担（3割負担の場合）

自己負担（3割負担の場合）

心不全の在宅 ASV療法
ASV使用加算 ・材料加算

診療報酬改定に伴い、入院時食事療養の1食あたりの
自己負担額が以下のように2段階で改定されます。

今回は、食事の診療報酬は改定されません。
保険者の負担は軽くなりますが、病客さまの自己負担は重くなります。

※低所得とは、 市町村民税非課税者
※指定難病に係る公費助成を受けている場合、 負担は据え置かれます

※特別メニューによる食事（パン食 ： 1食110円　夕食 ： 1食550円）は別途申し受けます

※上記金額は、 あくまでも概算です

※食事の費用や個室料、 処方などは含みません

※健康保険法、 公費負担医療制度による手続きにより自己負担が軽減されます

2016年3月31日まで 2016年4月1日から 2017年4月1日から

診療報酬
640円

手術ケース 2

冠動脈バイパス手術（人工心肺未使用）

（バイパス1本）
約220万円

約66万円

約400万円

約120万円

約210万円

約63万円

約390万円

約117万円

自己負担（3割負担の場合）

自己負担（3割負担の場合）

大動脈弁置換術 （生体弁）

年齢 ・所得区分

低所得

70歳以上の低所得

一般（指定難病を含む）

2016年3月31日まで 2016年4月1日から 2017年4月1日から

210円

100円

260円

210円

100円

360円

210円

100円

460円

自己負担
260 円

保険負担
380 円

自己負担
360 円

保険負担
280 円

自己負担
460 円

保険負担
180 円

2016年3月31日まで 2016年4月1日から 2016年3月31日まで 2016年4月1日から
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【木村先生より】木村医院は1958年、備前市
西片上で開院しました。「よりよい医療を早期
に提供する」ことを目的とし、設備拡充やス
タッフ教育、在宅診療、各専門科の医療機関と
の連携を積極的に行って参りました。日頃の健
康維持のためのアドバイスはもちろん、人間
ドックや禁煙外来など、つねに「地域の健康づ
くり」に努めて参りました。親から子へ、子か
ら孫へ健康な暮らしが受け継がれていく備前市
の実現に微力ながら貢献できるように、これか
らも研鑽を重ねて参ります。
　心臓病センター榊原病院とは循環器疾患と

消化器疾患を中心に様々
な形で連携を行っており
ます。今後ともよろしく
お願い致します。

連 携 医 療 機 関 紹 介 木村医院
〔住 所〕
〔電 話〕
〔 F A X 〕
〔診療科〕

〒705-0021　備前市西片上 15-3
0869-64-2277
0869-64-2005
内科、胃腸・消化器科、循環器科、外科

　かかりつけ医をもっていただいてよい点は、

ご退院後も引き続きよくご存じの近くの先生に

ずっとかかることで体調の変化に早く気づき、

病気も見つけやすくなることです。 また、 待ち

時間も短く、 通院しやすいことです。

　つまりかかりつけ医の先生と心臓病センター

榊原病院の2人主治医制というわけです。

先生
  きむら    　           ほづみ   

木村　穂積

かかりつけ医を持つメリット
病歴を把握してもらえる
切れ目のない継続的なお付き合いによって、体質
や生活習慣などを把握。普段の健康管理の助言も
受けられる。

かかりつけ医を

おもちですか

専門の医療機関を紹介してもらいやすい
より詳しい高度な検査、治療が必要なときはすぐ
紹介状を書いてもらえる。大病院での初診時負担
金が不要になる。

家族全員の健康管理も任せられる
共働きである、高齢者がおられるなど、家族環境や
家族構成などよくご存じのかかりつけ医の先生の
診療が受けられる。

待ち時間が短く、通院の負担が軽い
大病院は施設が整い、専門医も多く安心感がある
が、自宅や職場からすぐに通いにくい。

病客さま

情報共有

・普段の診察
・薬の処方
・血液、 尿などの検査

・循環器を中心とした

   専門的治療
・詳しい検査
・心臓カテーテル治療、

   手術

心臓病センター
榊原病院

かかりつけ医
（地域の医療機関）

・ お変わりがあった際
・半年、 1年に1回の

   定期診察
・日々の通院、

   診察

1 2

3 4

〔診療表〕

【心臓病センター榊原病院より】両木村先生の適切
なご判断により、当院ドクターカーが出動し、救
命し得た病客さまがいらっしゃいます。当院治療
後はかかりつけ医になってくださる等、医療連携
を推進くださる非常に心強い医院です。

先生
  きむら    　           ひでお   

木村　英夫

※土曜午後・日曜・祝日は休診

診療時間

8：30～12：00

16：00～18：00

月

●

火

●

水

●

木

●

金

●

日

―

土

●

● ● ● ● ―――

　
我
が
国
に
お
い
て
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
心

臓
血
管
疾
患
も
増
え
続
け
、
今
や
心
疾
患

関
連
で
の
死
亡
率
は
、
が
ん
に
つ
い
で
2
番
目

に
な
っ
て
い
ま
す
。
心
臓
病
セ
ン
タ
ー
榊
原
病

院
心
臓
血
管
外
科
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
7
名
（
吉

鷹
、
坂
口
、
近
沢
、
石
田
、
都
津
川
、
田
村
、

平
岡
）
お
よ
び
研
修
医
8
名
の
15
名
体
制
で
、

心
臓
血
管
疾
患
の
外
科
治
療
を
広
く
行
っ
て
い

ま
す
。
24
時
間
365
日
の
緊
急
に
対
応
し
て
お

り
、「
こ
と
わ
ら
な
い
救
急
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
ド

ク
タ
ー
カ
ー
2
台
、
時
に
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を

使
っ
て
、
中
四
国
各
地
か
ら
の
救
急
病
客
さ
ま

を
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
「
循
環
器

治
療
の
最
後
の
砦
」
と
し
て
、
他
院
で
手
術

を
断
ら
れ
た
重
症
の
病
客
さ
ま
も
積
極
的
に

受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
心
臓
血
管

手
術
数
は
年
々
増
加
し
、
最
近
の
病
院
ラ
ン

キ
ン
グ
で
は
榊
原
記
念
病
院
（
東
京
）、
国

立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
）
に
次

い
で
全
国
3
位
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
後
述
す

る
小
切
開
・
低
侵
襲
手
術
に
お
い
て
は
、
国

内
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
、
全
国
か
ら
低
侵

襲
手
術
を
希
望
さ
れ
る
病
客
さ
ま
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。
次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
疾
患
に
対
す

る
取
り
組
み
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
心
臓
疾
患
に
は
、
主
と
し
て
冠
動
脈
疾
患

と
弁
膜
症
疾
患
が
あ
り
ま
す
。
冠
動
脈
疾
患

は
動
脈
硬
化
に
よ
り
心
臓
に
栄
養
な
ど
を
送

る
役
割
の
冠
動
脈
が
狭
く
な
り
、
狭
心
症
や

心
筋
梗
塞
を
引
き
起
こ
す
病
気
で
す
。
こ
れ

に
対
し
て
人
工
心
肺
を
用
い
な
い
オ
フ
ポ
ン
プ

冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
胸
骨
正
中
切
開
を
行
わ
ず
、
左
胸
を

小
切
開
し
て
行
う
低
侵
襲
バ
イ
パ
ス
手
術

（
ミ
ッ
ク
ス
手
術
）
は
国
内
に
先
駆
け
て
導
入

し
て
お
り
、
内
科
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
と
組
み

合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
治
療
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　
弁
膜
症
疾
患
の
う
ち
、
逆
流
症
に
対
し
て

は
可
能
な
限
り
自
己
弁
を
温
存
す
る
弁
形
成

術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
僧
帽
弁
逆
流
症
に

対
し
て
は
、
ミ
ッ
ク
ス
手
術
に
よ
る
形
成
術
を

ほ
と
ん
ど
の
症
例
に
行
っ
て
お
り
、
良
好
な
成

績
を
上
げ
て
い
ま
す
。
大
動
脈
弁
逆
流
症
に

対
し
て
は
、
一
般
的
に
は
人
工
弁
置
換
術
が

主
流
で
す
が
、
当
院
で
は
症
例
を
選
ん
で
積

極
的
に
弁
形
成
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
弁
が
硬

く
な
っ
て
開
き
に
く
く
な
る
大
動
脈
弁
狭
窄
症

に
対
し
て
は
、
や
は
り
弁
の
温
存
は
難
し
く
、

人
工
弁
置
換
術
に
な
り
ま
す
が
、
当
院
で
は

従
来
の
胸
骨
正
中
切
開
に
よ
る
人
工
弁
置
換

術
に
加
え
て
、
小
切
開
の
ミ
ッ
ク
ス
手
術
、
さ

ら
に
低
侵
襲
な
経
カ
テ
ー
テ
ル
大
動
脈
弁
留

置
術 (

T
A
V
I)

も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
3
つ
の
外
科
治
療
を
高
い
レ
ベ
ル
で
提
供
で

き
る
施
設
は
国
内
で
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
我
々
は
多
職
種
に
よ
る
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
で

議
論
検
討
し
た
う
え
で
、
個
々
の
病
客
さ
ま
に

対
し
て
最
良
の
治
療
法
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

　
血
管
疾
患
に
は
大
動
脈
疾
患
と
末
梢
血

管
疾
患
が
あ
り
ま
す
。
大
動
脈
瘤
手
術
に
対

し
て
は
カ
テ
ー
テ
ル
で
行
う
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト

治
療
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
通
常
ス
テ

ン
ト
グ
ラ
フ
ト
治
療
で
は
足
の
付
け
根
を
小
さ

く
切
開
し
て
、
カ
テ
ー
テ
ル
を
血
管
内
に
挿
入

す
る
の
で
す
が
、
当
院
で
は
そ
の
切
開
す
ら
行

わ
な
い
、
よ
り
低
侵
襲
な
方
法
を
と
っ
て
お
り
、

2
泊
3
日
で
の
治
療
が
可
能
で
す
。

　
末
梢
血
管
疾
患
に
関
し
て
は
、
足
の
動

脈
が
狭
く
な
っ
て
し
び
れ
や
疼
痛
を
来
す
閉

塞
性
動
脈
硬
化
症
に
対
し
て
、
内
科
と
連

携
し
た
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
、
あ
る
い
は
手
術

を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
治
療
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
下
肢
静
脈
瘤
治
療

は
1
泊
2
日
で
の
血
管
内
レ
ー
ザ
ー
治
療
を

中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
当
院
の
心
臓
血
管
外
科
で
は
、

す
べ
て
の
領
域
に
お
い
て
質
の
高
い
低
侵
襲
治

療
を
行
っ
て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
一
同
が
さ
ら
な

る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
、
日
々
努
力
し
て
い
ま

す
。

心
臓
血
管
外
科

部
長
昇
格
に
あ
た
り

診 療 科 紹 介

心
臓
血
管
外
科
　
副
院
長
　
坂
口
　
太
一

平
岡
　
有
努

心
臓
血
管
外
科
　
部
長

　
こ
の
度
の
異
動
で
外
科
部
長
を
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

当
院
全
ス
タ
ッ
フ
の
支
え
の
お
か
げ
で
あ
る
と
心
よ

り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
心
臓
血
管
外
科

全
領
域
に
お
い
て
病
客
さ
ま
一
人
一
人
と
幅
広
い

情
報
を
共
有
し
、
と
も
に
最
善
の
治
療
法
を
選

択
・
提
供
す
る
こ
と
で
本
当
の
意
味
で
ご
満
足
い

た
だ
く
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
ま
だ
ま
だ
経
験
も
浅
く
未
熟
な
身
で
す

が
日
頃
よ
り
勉
強
・
鍛
錬
を
続
け
日
本
最
高
の

医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
救
急
で
命
に
関
わ
る
病
気
を
発
症
さ

れ
た
方
を
一
人
で
も
多
く
助
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
全
力
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
手
術

は
誰
し
も
怖
く
、で
き
れ
ば
し
た
く
な
い
も
の
で
す
。

手
術
が
必
要
な
方
に
最
適
な
治
療
を
行
い
、
安

心
し
て
皆

様
が
治
療

を
受
け
ら

れ
る
よ
う
努

め
て
参
り
ま

す
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
気

軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

●金曜日

心臓血管外科部長

担当外来受付時間

2007年心臓病センター榊原病院入職
2012年～2013年ペンシルべニア大学留学
2014年岡山県医師会学術奨励賞受賞

8:00 ～ 11:00
13:00 ～ 15:00

平 岡 有 努
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沢
山
ご
意
見
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
貴
重
な
ご
意
見
に
し
た
が
い
、

病
客
さ
ま
に
よ
り
そ
っ
た
よ
り
よ
い
病
院

を
目
ざ
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
い

た
だ
い
た
ご
意
見
掲
載
に
あ
た
っ
て
ス
ペ
ー

ス
の
関
係
か
ら
趣
旨
を
変
え
な
い
範
囲
で

簡
略
化
す
る
こ
と
お
許
し
く
だ
さ
い
。
今

後
と
も
貴
重
な
ご
意
見
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
意
見

　
大
切
な
母
の
命
を
助
け
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
自
身
不
整
脈
が

あ
る
の
で
い
つ
か
お
世
話
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
時
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
返
事
】
お
礼
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
大
事
に
し
て
下

さ
い
。

　

ご
意
見

　
入
院
中
は
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
大
変
お
世

話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
車

椅
子
を
使
用
す
る
も
の
と
し
て
お
願
い
が
あ

り
ま
す
。
車
椅
子
の
タ
イ
ヤ
の
空
気
が
少
な

い
よ
う
で
整
備
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
返
事
】
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
早

速
に
す
べ
て
の
車
椅
子
の
点
検
を
い
た
し
ま
し

た
。
病
客
さ
ま
に
は
、
安
心
し
て
ご
使
用
し

て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
使
用
前
の
安
全
点
検

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
意
見

　
放
送
で
携
帯
電
話
の
電
源
を
切
る
よ
う
に

と
の
こ
と
で
す
が
、
電
源
を
切
っ
て
い
る
方
は

０
％
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。せ
め
て
マ
ナ
ー

モ
ー
ド
と
か
は
理
解
が
で
き
る
の
で
す
が
、

今
の
時
代
Ｏ
Ｆ
Ｆ
は
無
理
で
す
。

【
お
返
事
】
ご
指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
循
環
器
専
門
病
院
は
、
特
に
精
密
機

器
類
を
多
く
使
用
し
て
い
ま
す
。
以
前
、

携
帯
電
話
の
影
響
に
よ
っ
て
事
故
の
発
生
し

た
こ
と
が
あ
り
、
病
院
と
し
て
安
全
第
一
に

考
え
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
意
見

　
中
庭
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
こ
と
で
す

が
、
立
派
な
も
の
が
あ
る
け
れ
ど
樹
木
が
１

本
も
な
く
て
暑
く
て
利
用
さ
れ
な
い
の
が
残

念
で
す
。

【
お
返
事
】
工
場
跡
地
で
あ
る
た
め
、
土
壌

が
植
物
に
適
し
て
お
ら
ず
、
現
在
こ
の
土
壌

で
も
育
つ
樹
種
の
検
討
を
し
て
い
る
最
中
で

す
。
そ
れ
が
わ
か
り
次
第
、
植
樹
を
す
す
め

て
い
き
ま
す
。

　

ご
意
見

　
プ
ー
ル
が
入
院
病
客
に
利
用
さ
れ
て
い
な

い
み
た
い
で
す
。

【
お
返
事
】
本
施
設
は
、
医
療
法
第
４２
条

施
設
（
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
）
と
し
て
、

糖
尿
病
・
脂
質
代
謝
異
常
・
肥
満
・
心

大
血
管
疾
病
（
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
は
心
電
図

モ
ニ
タ
ー
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
）
を
お
持
ち

の
方
を
主
な
対
象
と
し
た
運
動
療
法
施
設
で

す
。
ご
退
院
後
や
、
ハ
イ
リ
ス
ク
の
方
に
対

し
て
も
、
こ
の
施
設
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
疾
病
予
防
及
び
再
発
予
防
を
医
師

の
定
期
的
な
管
理
下
で
行
う
施
設
で
す
。

ご
利
用
さ
れ
る
方
に
は
、
以
上
の
管
理
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
受
付

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

ご
意
見

　
乾
燥
機
を
使
用
し
て
い
た
ら
、
次
に
見
に

行
っ
た
時
洗
濯
物
は
カ
ゴ
に
出
さ
れ
て
い
て

違
う
人
の
洗
濯
物
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ

の
乾
燥
機
は
途
中
で
開
い
て
乾
き
具
合
が
確

認
で
き
て
い
い
の
で
す
が
、
途
中
で
他
人
が

開
け
て
自
分
の
物
を
入
れ
て
乾
燥
さ
れ
る
の

は
困
り
ま
す
。
お
金
を
入
れ
た
私
は
シ
ョ
ッ

ク
で
し
た
。

【
お
返
事
】
嫌
な
思
い
を
さ
せ
て
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
。
院
内
に
設
置
し
て
い
ま
す
洗
濯

機
・
乾
燥
機
は
、
病
客
さ
ま
が
自
由
に
ご

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
の
事
例

に
つ
い
て
は
追
跡
調
査
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

注
意
喚
起
の
表
示
を
い
た
し
ま
す
。

　

ご
意
見

　
デ
イ
ル
ー
ム
な
ど
に
時
計
が
な
い
の
は
な

ぜ
で
す
か
。
腕
時
計
を
し
て
い
な
い
の
で
不

便
で
す
。

【
お
返
事
】
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　
近
年
、
多
く
の
方
が
時
間
を
知
る
物
を

お
持
ち
に
な
っ
て
い
て
、
設
置
し
て
い
る
時
計

よ
り
、
ご
自
分
が
所
持
し
て
い
る
物
で
確
認

さ
れ
て
い
る
方
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
ご
指

摘
の
時
計
設
置
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

後
検
討
し
ま
す
。
な
お
、
病
院
内
で
必
要

な
部
署
（
カ
テ
ー
テ
ル
室
・
検
査
室
・
手

術
室
な
ど
）
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見

　
駐
車
場
の
C
の
看
板
の
立
っ
て
い
る
三
角

地
の
北
の
鋭
角
の
場
所
が
危
な
い
で
す
。
特

に
夜
な
ど
は
先
に
ゲ
ー
ト
料
金
場
所
に
気
を

取
ら
れ
て
タ
イ
ヤ
を
乗
り
上
げ
危
険
で
す
。

【
お
返
事
】
ご
指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
危
険
な
通
行
区
域

に
、
夜
光
テ
ー
プ
を
貼
り
、
注
意
、
危
険

を
お
知
ら
せ
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

・受付前 ・デイルーム
リハビリ棟  3階
診療棟  6階、7階

診療棟  2階

ご意見箱 設置場所

ご意見
聞かせてください
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新
人
医
師
を
迎
え
る

　
全
国
的
に
医
師
の
偏
在
、
医
師
不
足

が
い
わ
れ
る
な
か
、
心
臓
病
セ
ン
タ
ー
榊

原
病
院
で
は
、
毎
年
、
当
院
で
の
高
度

な
研
修
を
希
望
し
て
、
東
は
大
阪
、
南

は
沖
縄
に
い
た
る
西
・
南
日
本
か
ら
多

く
の
若
手
医
師
が
、
試
験
を
受
け
て
就

職
し
て
い
ま
す
。
本
年
は
、
循
環
器
内

科
へ
初
期
研
修
医
１
名
、
後
期
研
修
医

３
名
の
、
や
る
気
あ
ふ
れ
る
若
手
医
師
が

入
職
し
ま
し
た
。「
若
手
医
師
」
と
聞
く

と
、
一
般
の
方
は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
る

で
し
ょ
う
か
？
「
経
験
不
足
」「
知
識
が

な
い
」「
人
間
的
に
未
熟
」
な
ど
、
不
安

に
思
わ
れ
る
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
若
手
医
師
が
勤
務
す
る
こ
と
は
、

実
は
病
客
さ
ま
に
と
っ
て
も
、
病
院
に
と
っ

て
も
、
い
い
こ
と
づ
く
め
で
す
。
若
手
医

師
に
は
、
経
験
不
足
を
補
っ
て
有
り
余
る

ほ
ど
の
熱
意
が
あ
り
ま
す
。
病
客
さ
ま
に

尽
く
し
た
い
、
病
気
を
治
し
た
い
と
い
う

思
い
で
満
ち
あ
ふ
れ
、
昼
夜
を
と
わ
ず
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
診
療
に
当
た
り
ま
す
。

病
客
さ
ま
に
も
そ
う
い
う
心
意
気
は
必

ず
伝
わ
り
ま
す
し
、
若
い
先
生
だ
か
ら
こ

そ
逆
に
話
し
や
す
い
、
緊
張
な
く
相
談

が
で
き
る
、
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

経
験
不
足
や
未
熟
な
と
こ
ろ
は
、
大
勢

の
指
導
医
で
カ
バ
ー
し
て
、
決
し
て
事
故

の
な
い
、
安
全
で
、
質
の
高
い
医
療
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
現
代
の
医
療
は
、
少
数
の
医
師
個
人

の
力
で
は
と
う
て
い
達
成
で
き
な
い
ほ
ど

高
度
に
専
門
分
化
し
、
と
く
に
循
環
器

の
高
度
先
進
的
な
診
療
は
チ
ー
ム
医
療

と
い
う
形
で
し
か
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
チ
ー

ム
医
療
で
は
、
若
手
医
師
の
熱
意
と
指

導
医
の
熟
練
し
た
技
術
の
両
方
が
必
要

で
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足
し
た
病
院
で
は

安
全
か
つ
高
度
な
医
療
行
為
は
困
難
で

す
。
指
導
医
も
若
手
医
師
の
規
範
と
な

る
べ
く
襟
を
正
し
、
初
心
に
戻
っ
て
一
層

丁
寧
な
診
療
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

若
手
医
師
の
入
職
、
活
躍
は
、
病
院
を

活
性
化
し
、
質
の
高
い
医
療
を
チ
ー
ム
で

行
う
う
え
で
、
必
要
不
可
欠
で
す
。
病

客
さ
ま
に
決
し
て
不
安
を
与
え
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
医
師
全
体
の
総
合
力
で
診

療
に
従
事
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

循
環
器
内
科
　
副
院
長
　
山
本
　
桂
三

　
昭
和
11
年
、
す
な
わ
ち
、
ち
ょ
う
ど

80
年
前
に
当
院
創
設
者
の
榊
原
亨
は

心
臓
外
傷
に
対
す
る
止
血
手
術
に
成

功
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
我
が
国
の

心
臓
外
科
手
術
が
幕
を
開
け
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
平
成
14
年

に
当
院
の
心
臓
血
管
外
科
手
術
症
例

は
10000
例
を
突
破
し
、
現
在
ま
で
に

20000

例
を
超
え
る
症
例
に
対
し
て
心
臓
血

管
外
科
手
術
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
間
に
、
当
院
か
ら
は
4
名
の
医
学

部
教
授(

心
臓
血
管
外
科)

も
輩
出

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
15
年
か

ら
心
臓
血
管
外
科
専
門
医
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
が
、
当
院
で
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
外
科
医
か
ら
15

名
の
心
臓
血
管
外
科
専
門
医
が
誕
生

し
、
大
学
病
院
を
含
む
全
国
お
よ
び

海
外
の
主
要
医
療
機
関
で
活
躍
し
て

お
り
ま
す
。

2016
年
4
月
よ
り
、
8
名
の

常
勤
専
門
医
と
7
名
の
研
修
医
で
診

療
に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
院

で
は
「
岡
山
よ
り
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の

医
療
を
提
供
」
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
単
に
手
術
の
数
が
多
い
だ
け
で
は

な
く
、
多
数
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
た
エ

ビ
デ
ン
ス
を
世
界
に
発
信
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
関

係
学
会
で
の
研
究
発
表
、
世
界
最
高

レ
ベ
ル
の
学
術
誌
へ
の
論
文
発
表
も
多

数
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
心
臓
病
セ
ン
タ
ー
榊
原
病
院
で
は

新
た
な
外
科
医
を
迎
え
、
新
し
い
年

度
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
す
。
乞
う
ご

期
待
を
！

心
臓
血
管
外
科
　
上
席
副
院
長
　
吉
鷹
　
秀
範

　
伴
場
主
一
循
環
器
内
科
部
長

が
「
名
医
に
聞
く
心
房
細
動
の
カ

テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題

し
て
、
不
整
脈
の
説
明
か
ら
心
房

細
動
の
治
療
法
、
不
整
脈
に
つ
な

が
る
疾
患
や
危
険
因
子
な
ど
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
。
心
臓
は
通
常

1
分
間
に
50
～
100
回
規
則
正
し
く

動
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
心
房

細
動
は
1
分
間
に
300
～
600
回
も

心
房
が
動
い
て
お
り
、
け
い
れ
ん

状
態
に
あ
る
。
心
房
細
動
自
体
が

命
に
関
わ
る
例
は
ま
れ
だ
が
、
心

房
細
動
に
よ
り
で
き
た
血
栓
が
脳

に
運
ば
れ
、
血
管
が
詰
ま
り
、
脳

梗
塞
が
発
症
、
死
に
至
る
こ
と
が

あ
る
。
伴
場
部
長
は

2000
年
頃
か
ら

カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
治
療
を
始
め
、
現
在
ま
で
に
約

1500
例
の
治
療
を
行
っ
て
い
る
。

　
全
国

5950
病
院
の
手
術
数
ラ
ン
キ

ン
グ
で
、
当
院
は
心
臓
手
術
666
例

で
全
国
第
3
位
、
心
カ
テ
ー
テ
ル

▽
日
本
経
済
新
聞

　
日
経
実
力
病
院
調
査

　
　
　
　
　   （
16
年
3
月
6
日
付
）

ご覧になりましたか

護
の
日

看　
5
月
12
日
は
看
護
の
日
。
第
一
次
ク

リ
ミ
ア
戦
争
で
敵
・
味
方
の
区
別
な
く

傷
つ
い
た
り
、
病
気
に
な
っ
た
兵
士
の
看

護
・
救
護
に
当
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
看
護
師

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誕

生
日
で
す
。
21
世
紀
の
高
齢
社
会
を
支

え
て
い
く
た
め
に
は
、
看
護
の
心
、
ケ
ア

の
心
、
助
け
合
い
の
心
を
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
分
か
ち
合
う
こ
と
が
必
要
で

す
。
こ
う
し
た
心
を
老
若
男
女
を
問
わ

ず
だ
れ
も
が
育
む
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、

旧
厚
生
省
は
1990
年
制
定
し
ま
し
た
。
医

療
の
な
か
で
看
護
の
役
割
を
ご
理
解
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
こ
の
日
を
中
心
に

看
護
週
間
が
催
さ
れ
ま
す
。

　
当
院
で
は
看
護
の
日
に
ち
な
み
、
一

般
の
方
々
と
く
に
学
生
の
方
々
に
広
く

看
護
と
看
護
職
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
「
ふ
れ
あ
い

看
護
体
験
」
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
の
開
催
日
は
平
成
28
年
5
月
14

日
で
す
。
当
日
は
、
看
護
師
と
一
緒
に

病
客
さ
ま
の
看
護
を
経
験
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
是
非
こ
の
機
会
に
看
護
を
通
し
て

「
病
院
の
い
ま
」
の
医
療
を
通
し
て
看
護

を
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

▽
週
刊
朝
日
MOOK

　
手
術
数
で
わ
か
る
い
い
病
院
2016

　
　
　  

　（
16
年
2
月
10
日
発
行
）

▽
山
陽
新
聞
メ
デ
ィ
カ

　
　
　  

　（
15
年
12
月
21
日
発
行
）

▽
病
院
の
実
力

　
読
売
新
聞
社
2016
総
合
編

　
　
　  

　（
16
年
2
月
18
日
発
行
）

治
療

1117
例
で
全
国
第
8
位
だ
っ

た
。
病
院
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
次
の
3
つ
を
あ
げ
て
い
る
。①
冠

動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
は
100
例
以
上

（
当
院
は
135
例
）②
術
者
数
人
が

バ
ラ
ン
ス
よ
く
手
術
を
経
験
し
て
い

る
（
当
院
で
は
心
臓
血
管
外
科

専
門
医
9
名
）③
医
師
、看
護
師
、

臨
床
工
学
技
士
、
リ
ハ
ビ
リ
か
ら
、

栄
養
士
な
ど
の
総
合
力
が
高
い

（
当
院
で
は
心
臓
血
管
外
科
医
15

名
、
看
護
師
321
名
、
薬
剤
師
18

名
、
臨
床
工
学
技
士
23
名
、
理

学
療
法
士
17
名
、
管
理
栄
養
士

6
名
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と

な
っ
て
機
能
し
て
い
る
）
。
ま
た
、

手
術
数
が
多
い
病
院
ほ
ど
手
術
成

績
も
良
好
と
い
う
。

　
全
国

6951
病
院
の
う
ち
と
く
に
心

大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
を
取
上
げ

て
信
頼
で
き
る
病
院
選
び
の
指
標

と
な
る
も
の
と
し
て
分
析
し
、
こ
れ

を
地
方
・
都
道
府
県
別
に
み
て
い

る
。
当
院
の
リ
ハ
ビ
リ
の
べ
病
客
数

（
週
あ
た
り
）
461
名
、
ま
た
心
臓

リ
ハ
ビ
リ
指
導
士
は
7
名
な
ど
全

国
的
に
み
て
第
2
位
だ
っ
た
。
そ

の
他
、
心
臓
と
血
管
の
病
気
に
つ

い
て
の
記
事
も
あ
る
。
外
科
手
術

の
場
合
、
心
臓
と
大
動
脈
合
わ
せ

て
100
例
以
上
を
こ
な
し
て
い
る
施

設
は
治
療
成
績
が
よ
い
と
指
摘
を

し
て
い
る
。
当
院
が
中
国
・
四
国

地
区
で
胸
部
大
動
脈
瘤
手
術
、

腹
部
大
動
脈
瘤
手
術
、
冠
動
脈

バ
イ
パ
ス
手
術
、
弁
膜
症
手
術
な

ど
で
第
1
位
の
手
術
症
例
数
で
あ

る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

　
血
管
で
最
も
太
い
大
動
脈
。
そ

の
血
管
壁
が
こ
ぶ
の
よ
う
に
膨
ら
む

大
動
脈
瘤
。
破
裂
す
る
と
致
死

率
は
髙
く
、
年
間
の
死
者
は
全

国
で
1
万

6000
人
を
超
す
。
当
院
は

手
術
数
全
国
4
位
。
最
近
は
腹

部
大
動
脈
瘤
で
皮
膚
を
切
ら
ず
に

小
さ
な
穴
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
で
ス
テ

ン
ト
グ
ラ
フ
ト
を
挿
入
し
、
術
後

に
傷
口
を
自
動
縫
合
機
で
縫
う
方

式
を
採
用
し
、
入
院
期
間
を
2
泊

3
日
に
縮
め
て
い
る
こ
と
を
吉
鷹

上
席
副
院
長
が
紹
介
し
て
い
る
。

（
本
紙
2
貢
参
照
）
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